
◇ 特別会計収支決算の状況

　（１）国民健康保険特別会計

給付費が２８８，０４３千円（８．０％）の増となったことが主な要因です。

（単位：千円、％）

増減額 増減率

歳 入 5,599,759 5,384,419 215,340 4.0

歳 出 5,464,151 5,185,966 278,184 5.4

歳 入 歳 出 差 引 額 135,608 198,453 △62,845 △ 31.7

翌年度へ繰越すべき財源 0 0

実 質 収 支 135,608 198,453

　（２）駐車場事業特別会計

（単位：千円、％）

増減額 増減率

歳 入 55,954 117,182 △61,229 △ 52.3

歳 出 47,014 115,113 △68,099 △ 59.2

歳 入 歳 出 差 引 額 8,939 2,069 6,870 332.0

翌年度へ繰越すべき財源 0 0

実 質 収 支 8,939 2,069

　（３）介護保険特別会計（保険事業勘定）

（単位：千円、％）

増減額 増減率

歳 入 6,071,750 6,066,279 5,471 0.1

歳 出 5,859,587 5,885,573 △25,987 △ 0.4

歳 入 歳 出 差 引 額 212,164 180,706 31,458 17.4

翌年度へ繰越すべき財源 0 0

実 質 収 支 212,164 180,706

100,000

147,034 130,000
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　令和３年度の介護保険特別会計（保険事業勘定）の決算状況は下表のとおりです。歳入が前年度比で増加

したのは、令和３年度より保険料を改定したことによる保険料収入の増が主な要因です。歳出が前年度比で

減少したのは、保険給付費の減が主な要因です。

区　　　　　分 令和３年度 令和２年度
前年度対比

　令和３年度の駐車場事業特別会計の決算状況は下表のとおりです。歳入が前年度比で減少したのは、繰越

金の減が主な要因です。歳出が前年度比で減少したのは、工事請負費が減少したことが主な要因です。

区　　　　　分 令和３年度 令和２年度
前年度対比
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令和３年度 令和２年度

　令和３年度の国民健康保険特別会計の決算状況は下表のとおりです。歳入が前年度比で増加したのは、

県支出金が２７２，１３６千円(７．４％)の増、繰入金が１０，３８５千円(２．４％)の増となったこ

とが主な要因です。歳出が対前年度比で増加したのは、総務費が７，９５４千円(６．８％)の増、保険

区　　　　　分
前年度対比



　（４）介護保険特別会計（サービス事業勘定）

（単位：千円、％）

増減額 増減率

歳 入 11,514 18,982 △7,468 △ 39.3

歳 出 8,548 15,846 △7,298 △ 46.1

歳 入 歳 出 差 引 額 2,966 3,136 △170 △ 5.4

翌年度へ繰越すべき財源 0 0

実 質 収 支 2,966 3,136

　（５）土岐市・瑞浪市介護認定審査会特別会計

（単位：千円、％）

増減額 増減率

歳 入 32,624 33,660 △1,036 △ 3.1

歳 出 32,624 33,660 △1,036 △ 3.1

歳 入 歳 出 差 引 額 0 0 0 -

翌年度へ繰越すべき財源 0 0

実 質 収 支 0 0

　（６）土岐市・瑞浪市障害者総合支援認定審査会特別会計

（単位：千円、％）

増減額 増減率

歳 入 4,585 4,436 149 3.4

歳 出 4,585 4,436 149 3.4

歳 入 歳 出 差 引 額 0 0 0 -

翌年度へ繰越すべき財源 0 0

実 質 収 支 0 0

2,966 0

令和３年度

　令和３年度の土岐市･瑞浪市障害者総合支援認定審査会特別会計の決算状況は下表のとおりです。平成１８

開催し、２１７件（意見付与を含む）の審査判定を行いました。

区　　　　　分

前年度対比

令和２年度
前年度対比

年度から障害者総合支援認定審査事務等を効率的に行なうために、障害者総合支援認定審査会特別会計を瑞

浪市と共同で設置しています。歳入は瑞浪市と土岐市からの負担金等及び国県補助金で、１７回の審査会を

　令和３年度の土岐市・瑞浪市介護認定審査会特別会計の決算状況は下表のとおりです。平成１８年度から

介護認定審査事務等を効率的に行なうために、介護認定審査会特別会計を瑞浪市と共同で設置しています。

歳入は瑞浪市と土岐市からの負担金等で、１７１回の審査会を開催し、４，０８４件の審査判定を行いまし

た。

区　　　　　分 令和３年度 令和２年度

　令和３年度の介護保険特別会計（サービス事業勘定）の決算状況は下表のとおりです。歳入の主なもの

は、介護予防サービス計画費収入です。歳出の主なものは、居宅介護支援事業所に支払うサービス計画作成

委託料５，５６８千円、地域包括支援センターの会計年度任用職員報酬等７１８千円です。

区　　　　　分 令和３年度 令和２年度
前年度対比

　令和４年４月から地域包括支援センター業務をすべて外部委託とするため、この勘定を廃止しました。
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　（７）後期高齢者医療特別会計

（単位：千円、％）

増減額 増減率

歳 入 848,071 847,189 883 0.1

歳 出 829,560 827,410 2,149 0.3

歳 入 歳 出 差 引 額 18,512 19,778 △1,267 △ 6.4

翌年度へ繰越すべき財源 0 0

実 質 収 支 18,512 19,778

区　　　　　分

　令和３年度の後期高齢者医療特別会計の決算状況は下表のとおりです。歳入が前年度比増加したのは後期

高齢者医療広域連合支出金及び繰入金の増が主な要因です。歳出が前年度比で増加したのは保健事業費の増

が主な要因です。

令和３年度 令和２年度
前年度対比


